












 

昭和57年 1月 1日から12月 31日迄に東京都立築地産院にて出生した妊婦がすでに出産し

た児の中のSIDSの頻度をみたが、妊婦1949側から1500例の既往出生があった。このうち、

8 例がすでに死亡していたが、このうちには突然死が疑われる症例はなく、内分泌疾患と

の関連を見出せなかった。 

 SIDS は未熟児なかでも無呼吸発作や慢性の低酸素状態にある児に多いことが知られて

いる。 

 そこで、未熟児、なかでも anoxia や無呼吸発作がしばしば認められる出生体重 1500g

未満で出生した児の甲状腺機能につき検討してみた。 

 対象としたのは、AFD51 例(在胎週数 28 週 0 日±2 週 3 日、1069.6±259.4 日)、SFD11

例(35 週 3 日±2 週 0 日、1252.1±239.0 日)の計 62 例の極小未熟児および出生体重 1500

～2499g の AFD56 例である。 

 測定はろ紙血にて、T4 は concept 4 および固相法、TSH は polyethylene glycol 法およ

びサンドイッチ法にて測定した。 


